
□ 中学校・合同教科会 ・ススセ学習プポンセ・ICT遠隔合同授業・ススセ共有ネッセワれア
資料

学校名 活動内容
川上村立川上中学校【連携校シ南牧村立南牧中学校小海町北相木村南相木村中学校組合立小海中学校

若手で経験の少ない教員が多く，教材研究やススセ作成など，不安や負担も多い。３校合同で教科会を行い，教材や授業について情報交換を行ったり，ススセ作成を分担して負担を軽減したりしながら，日らの授業改善を図り，生徒の資質・能力の育成を目指し取り組んでいる。
伊那市立高遠中学校【連携校シ伊那市立長谷中学校伊那市立高遠北小学校伊那市立高遠小学校伊那市立長谷小学校

離れた地域にいる専門講師をZoomでつなぎ，専門外の教科担任を支援する活動。美術科と技術科を合わせて「造形とマヒネれオョンプロィボビ」という単元を設定し，実施。遠隔で専門家から助言をもらい，生徒の願いに寄り添う授業を模索。
阿南町立阿南第一中学校【連携校シ天龍村立天龍中学校売木村立売木中学校泰阜村立泰阜中学校飯田市立遠山中学校阿南町立阿南第二中学校

山間地の小規模校での教科会や学年会の充実を目的に，教科会やススセ作成の情報交換を実施。６校合同教科会として年２回の全体会を行いながら，Webサセの運用でフォロれゕップする形態を模索。場合によってはコれズゖネれセ教員が
TTで授業支援を実施。

小川村立小川中学校【連携校シ長野市立中条中学校長野市立信州新町中学校長野市立七二会中学校長野市立信更中学校長野市立大岡中学校

コれズゖネれセ教員と６校の英語科教員が連携を図りながら，学力向上に向けた取組や合同授業の可能性を模索。加えて，コれズゖネれセ教員がTTで授業支援を行い，生徒の対話的な学びが促進できるよう挑戦。数学科は合同で共通のススセを作成。

資料：事例 ～



 

 

 

 

 

 

 

 川上 立川上中学校，南牧 立南牧中学校，組合立 海中学校 校 山間地 規模校 ，

ここ数年，生徒数 減少 続い い 。教員数 少 く， 教科 ～ 人 教科 授業

を担当し い 。若手 経験 少 い教員 多く，教 研究や ス 作成 ，不安や負担

多い。そこ ， 成 27年度(2015年度) ， 校合同 教科会を行い，教 や授業

い 情報交換を行 ， ス 作成を分担し 負担を軽減し し ，日々 授業改

善を図 ，生徒 資質 能力 育成を目指し取 組 い 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 拠点校 エリ コ ネ 教員 ， 校合同教科会 計 や運営を行 い 。全教

科 行う教科会 年 ～ 回を計 し，必要 応 各教科 会合を設け ，メ 連

絡を取 合 す 。各教科会 様子や各校公開授業 計 情報を共有す ，

教科会通信をエリ コ ネ 教員 作成す 。 

 

連携 流れ 

 

主 活動 

・教科会 

・ ス  

・教 材 

：第 回合同教科会 

 ↓ 

7 ：第 回合同教科会 

 ↓ 

第 回合同教科会 

 ↓ 

：第 回合同教科会 

年間計 い  

全国学力 学習状況調査 い  

共通し 行う ス 確認 

教 ，指導方法 共有 

各校 実践発表 

実践上 悩 共有 

 

教 ，指導方法 共有 

授業公開等 

 

授業実践 共有 

年間 ま  

 

各校 成果報告 

次年度 向け 取組 確認 

※ 回目 学期中 各教科 実情 応 実施 

 

中学校 

        

√
 

√
 

√
 

√
 

教 科 会  ス  教 材 

定期的 ３校合同教科会 実践から 

連携スタイル 近隣３校 教科会を行い 指導内容や ス 作成等を連携して行う。 

連携 らい 

主 活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

電子メ 利用 

動 ， 像 活用 

 

 

△△△△△

△

△
△
△

ス 問題を共有し 生徒 実態把握を行 ，動 ， 像 授業

記録を見合 授業改善を図 す 。 

 

 

△△△△△

△

△
△
△

教科 運営 仕方 

拠点校：川上 立川上中学校 

南牧 立南牧中学校 

海 北相木 南相木 中学校組合立 海中学校 

資料-事例① 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間指導計 を共有す 際 ，学習進度や単元配列等を検討し， け 校統一し

授業をすす う し い 。ま ，定期 ス 期日 校 同日 設定し，すべ

教科 い ， ス 問題 全部， しく 一部を各校 分担し 作成し い 。 

年 回実施し い 合同教科会 ，教師 専門性を高 ，同 教科 教員 集

ま ，各校 情報を交換し 教 観や指導観を語 合 し い 。夏休 行う第

回合同教科会 半日開催 し，指導主事や近隣校 校長先生 を助言者 し 招 ，授業

関す 日頃 悩 を出し合い ，指導方法や教 開発 い く 意見交換す

場 し い 。数学科 ， 互い ビ オ 授業記録を見合い，参考 工夫点

を共有し ，改善点 い 意見交換し し い 。保健体育科 ，実際 体を動

し 教 研究を行い， 学期 行う単元 授業内容を練 合 ，ICT 機器 効果的  

活用場面 い 考え合 し い 。 

 

 

 

連携 観点 生徒 学力向上 学校間，教師間 連携 

具体的変容 
共通 ス を 自校 生徒 学力を分析し ，同 単元 い

教 研究を行 す こ ，授業改善 図 い 。 

 

 

 

 規模 複数 教員 教科会を開くこ い近隣 中学校同士 定期的 合同教

科会を ち，自分 授業 課題 感 い こ を話し合 ，実際 演習し す こ

を通し ，共 授業を構想 さ あ 。ま ，共通 ス を実施す こ ，点

数 比較 け く，結果 互い 授業 い 改善を図 う PDCAサ ク を意

識し 取組 い 。さ ，外部 研修会 参加し 内容を他校 教員 伝え，

研修 内容を広 い実践 い 様子 あ ，合同教科会 有効 機能し

い 。 

 

写真 ：ビ オ 互い 授業記

録を見合い，意見交換を

し い 数学科  

写真 ：実践し 授業を振 返

，改善 い 語  
理科  

写真 ：タブ ッ 端末を録 し

指導内容を検討す

保健体育科  

連携 様子 

活用効果 アセスメン  

連携 手応え エビ ンス  

資料-事例① 



 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒 専門家を こ 専門外 教科担任を支援す こ を目的 し 遠隔授

業を行い，生徒 学び 質を高 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教科を越え 造形 ネ ションプ STEAM教育 単元を設定し，美術

科 技術 家庭科 技術分野 時間を合わせ 21時間設定し，６回 遠隔授業を実施し 。 

連携 流れ 主 活動 ・教 材 

 

信州大学教育学部 

信州大学工学部 

く 大学 

打合せ 

↓ 

遠隔授業 実施 

第 時   単元を通し 学習 見通

しを  

専門家 専門講師 顔合わせ  

Zoom 専門家 先生や学生

，こ 一緒 学び合

う意欲を高 。 

第 時 電気回路 製作をす  

第 時       少人数指導  

全体指導を け 後， プ

毎 専門講師 指導を け ，

電気回路 組 立 を行う。 

第 10 時 電気回路 製作 動作確認

をす  

          少人数指導  

プ毎 専門講師 指導

を け ，電気回路 動作確認を

行う。 

第 11時  ン工学 観点

講義を け  

           全体指導  

Zoom 専門家 先生 講義

を け ， ネ ション プ

い 発想を広 。 

第 21時  製作物 プ ゼン ショ

ンを行う  

Zoom 教室 大学を ，プ

ゼン ションを行う。 

 

 

中学校 

        

√
 

教 科 会  ス  
教 材 

学び 質を向上させ 遠隔授業 

連携スタイル ビ会議シス を通して，大学 専門家 助言を得 こと

授業 く 。 

連携 らい 

主 活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

タブ ッ 端末 Zoomを ンス し ， クス カ

接続し，遠隔 専門講師 コ ュニケ ション 使用す 。 

△△△△△ 

△

△
△
△

Zoom 生徒 大学 い 専門講師を こ ，具体を通し 専門外

教科担任を支援す 共 ，生徒一人一人 専門講師 助言を

け う す 。 

△ 

△
△

教科 運営 仕方 

拠点校：伊那市立高遠中学校 

伊那市立長谷中学校 伊那市立高遠北小学校 

伊那市立高遠小学校 伊那市立長谷小学校 

√
 

√
 

√
 

資料-事例② 



※合科…ここ⊍⊕技術科⊎美術科をひ⊎ま⊎まり⊔も⊔⊎した学習⊔こ⊎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美術科 教師 ，技術 家庭科 技術分野 連携し 授業を行う ，ICT機器を使

用し 中学校側 大学側 ，打合せを行え 体制作 始 。日程調整 課

題 ，事前 技術分野 授業展開や必要 備品 い クチャ を け ， 
※

合科 し 単元展開を作成す こ 。 

授業中 け 指導者 遠隔 外部指導者 コ ュニケ ション 不安 あ ，事

前 ビ会議 ，予定通 授業を進 こ 。 ビ会議 ，生徒

コ ュニケ ションをリ す こ ，生徒 対す 言葉遣い， 出 場面 ォ

場面 を明確 す こ 等 い ，綿密 打合せを行 。 

製作 わ 授業 ，専門講師 大型 スプ を使 全体指導 他， 名

生徒 対し 名 専門学部 学生を配す こ ，指導 個別化を図 。習得 授業

，ハン 付けをす 生徒，タブ ッ 端末 様子を撮 生徒 を分担し，専門講師

個別 指導を け う し 。 

 

 

連携 観点 遠隔授業を行うこ ，生徒 学習す 姿 変容。 

具体的変容 
専門講師 個別 や 取 を通し ，学習へ 興味 関心を高 ， 

積極的 学習活動 取 組 生徒 増え 。 

 

 

生徒 学習意欲 高ま ，積極性 引 出さ こ け く，ハン 付け 技能 高

ま ，独創性 高い ネ ションプ を構想し す 等，生徒 確実 進

歩 見 。ま ，遠隔 学校 や 取 をす ，声 大 さや内容 わ やすさ

工夫をす 等，コ ュニケ ション能力 向上す 生徒 姿 伺え 。 

教師 ，免許を有す 教師 助言を け こ ，技術科 関す 専門的 知識

増え ，専門性 あ 具体的 指導をし す こ 。ま ，美術科教師 し

専門性を生 し 指導 ，専門講師 技術科 関す 専門的 助言 ，両方を合

わせ こ ， 生徒 願い 寄 添う指導 可能 。 

遠隔授業 実践 ，生徒 教師 両者 大 成果 見込 。ICT機器 さ

活用 ，人 人 を 関係作 充実 期待さ 。 

 

 

写真

写真

 

 

写真

写真 ：タブ ッ 端末 映し出

さ 手 を参考 ，

製作 取 組 生徒 

写真 ：友 作業 様子を撮影し

い，個別 講師

助言をし う生徒 

写真 ：大型 スプ 映

講師 助言を熱心

聞く生徒 ち 

連携 様子 

活用効果 アセスメン  

連携 手応え エビ ンス  

資料-事例② 



 

 

 

 

 

 

 

 エリ コ ネ 教員を中心 ６校 合同教科会 実施や情報共有 ネッ

ワ ク く をすす 。エリ コ ネ 教員 ，山間 規模校 指導力向上

教員配置事業(ACT) 一環 し ，加配さ 教員 こ あ ，山間地 学校規模

規模化し，教科会や学年会 組織 い 中学校 増え いく中 ，各学校を訪問

し 教員 指導力を高 ，情報を共有し す 役割を担 い 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

各校 定期 ス や授業 使え プリン 共有化を図 ネッ ワ ク く  

全国学力 学習状況調査等 分析 改善 方向 く  

エリ コ ネ 教員 各校を訪問し，指導力向上 支援や情報提供を行う。 

 

連携 流れ 

 

主 活動 

・教科会 

・ ス  

・教 材 

 

第 回６校合同教科会 

運営計 立案 

全国学力 学習状況調査

早期採点支援 

 

回 

Act 学校訪問 

 

10  

第 回６校合同教科会 

情報交換 

国語科 

共通 ス 実施 結果分析 

特別支援 生徒 興味関心 高 方 

共通 ス  

数学科 

共通 ス 年 回 実施 分析 

教 工夫点紹介 

共通 ス  

社会科 

６校合同教科会 Webサ を使 ス

問題や学習プリン 情報共有 

教 学習プリン  

理科 

授業 ICT活用や教 工夫 い  

新学習指導要領 い 話合い 

教  

英語科 

共通 ス 問題作成 検討 

授業 く 関す 情報交換 

共通 ス  

中学校 

        

  
教 科 会  ス  教 材 

共通 ス って深ま 連携 

連携スタイル ６校 教科会を行い，共通 ス を連携して作成す 。 

連携 らい 

主 活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教材等 

らい 

全国学力 学習状況調査 

共通 ス  

 

△△△△△

△

△
△
△

各学校 ス 関す 情報を共有す ，そ 結果 共有し合

うこ ，指導 改善 い し いく。 

 

△△△△△

△

△
△
△

教科 運営 仕方 

拠点校：阿南 立阿南第一中学校 

 天龍 立天龍中学校 売木 立売木中学校 

 泰阜 立泰阜中学校 飯田市立遠山中学校 阿南 立阿南第二中学校 

資料-事例③ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６校合同教科会 し 年 回 全体会を行 。 末 全体会 ，全国学力 学習状

況調査 早期採点を行 ，６校 教科会 し 取組内容を検討し し 。10

全体会 ，共通 ス 内容や実施後 結果 活用 仕方を検討し 。 

各校 そ 行 い 定期 ス うち，教科 回数を決 共通 ス し

実施す こ し 。共通 ス を行うメリッ し ， 規模校 生徒数 少 い

客観的 タ 基 くい ，複数 学校 共通 ス を行うこ 験者数 多く

， 客観的 タを得 こ 考え 。 

ま ， 規模校 ，毎回 ス を 人 教科担任 作成す こ 。し し，  

各校 実施し い 定期 ス を共有化す こ ， ス 作成 参考 す こ

。Webサ を利用し ネッ ワ クを作 こ ，い 使うこ う

。 

エリ コ ネ 教員 ，各校を定期的 訪問し，授業 い 面談をし TT

授業支援を行 し ，先生方 授業や指導 良さを通信 各校 伝え，学校 離 い

，情報交換をし を共有し う し い 。 

 

 

 

連携 観点 
情報交換サ ネッ ワ ク こ ， う 情報 共有さ

う 。 

具体的変容 
学校間 距離 遠い各学校 情報共有をい 行う 課題 あ ，

ネッ ワ ク こ ，様々 情報共有 しやすく 。 

 

 

 

各校 人 教科担当 ，授業 進 方や ス 作成 課題を い 先生方 ，

６校 合同教科会を こ 必要 情報を得 相談し す 様子 う え 。こ

さ ネッ ワ クを活用す こ 授業改善 いく 思わ 。 

写真 ：６校合同教科会 様子 写真 ：Webサ を利用し タ や  

連携 様子 

活用効果 アセスメン  

連携 手応え エビ ンス  

資料-事例③ 



 

 

 

 

 

 

 

 エリ コ ネ 教員 英語科 中心 ，６校 英語科教員 連携を図

，学力向上 向け 取組や合同授業 可能性を模索し い 。 年度 全国学力 学習

状況調査 ，学力調査 自己採点 や質問 調査 ，特 話すこ 関す 結果 課

題 見 。そこ ，エリ コ ネ 教員 ６校全 学年 学 英語 授業   

Ｔ し 入 ，各校 Ｔ 教員 英語 や す 場面を見せ ，生徒 対話的

学びを促進す 授業を実践し い 。ま ，生徒同士 英語を使う場面 増え こ を願い，

学校を越え 合同授業を行う等 実践 取 組 い 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力 学習状況調査等 分析 授業改善 方向性を決 出す。 

課題 改善を図 評価問題 統一問題 し 定期 ス 組 込  

合同授業 計 立案 

 

連携 流れ 

 

主 活動 

・教科会 

・ ス  

・教 材 

 全国学力 学習状況 

 調査 

 合同教科会 (数 英) 

６  合同教科会 (数 英) 

 統一問題 ( 学期末) 

 合同授業  

 合同教科会 (数 英) 

10  合同授業  

11  統一問題 ( 学期末) 

 合同授業   

 合同教科会 (数) 

12  合同授業  

 合同教科会 (数) 

 合同教科会 (数 英) 

早期採点，分析 

各校英語科教員 懇談，方向性確認 

教科会 英語  

合同授業  川中，中条中 学年  

合同授業  川中，中条中，七二会中 学年  

合同授業  信州新 中，信更中，大岡中 全学年  

合同授業  川中，中条中 学年  

教科会 英語，数学，保健体育  

教 ンタビュ 活動：英語  

教 チ ス ：保健体育  

教 裁判員裁判：社会  

定期 ス 一部 統一問題を導入 

全国学調 課題を基 作問 

ス 一部共通 ス  

合同教科会 数学 英語  

統一問題，合同授業等 検討 

教科会 

中学校 

        

√
 

√
 

√
 

√
 

教 科 会  ス  教 材 

英語科 ゆたか 学びを目指して 

連携スタイル 課題 共有から始ま 連携 ～授業改善， ス 改善を通して～ 

連携 らい 

教材等 

らい 

全国学力 学習状況調査 結果を基 し 統一定期 ス  

英語科 け 合同授業 

 

△△△△△

△

△
△
△

学力調査 見 各校 課題を近隣 英語科教員 共有し，定期 ス

一部 統一問題を組 込 こ ，共通 視点を 授業改善を 

 図 。 

 

△△△△△

△

△
△
△

拠点校： 川 立 川中学校 
長野市立中条中学校，長野市立信州新 中学校 

長野市立七二会中学校，長野市立信更中学校，長野市立大岡中学校 

主 活用した教材・コン ンツ・ICT機器等とそ らい 

教科 運営 仕方 
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山間 規模校 連携 授業改善を 年間実践 取 組 い 。昨年 ，

数学科 教員 エリ コ ネ 教員を担当し，学力向上を 点 い 近隣６校 ネ

ッ ワ ク く 取 組 。エリ コ ネ 教員 ，６校合同教科会を定期的

開催し，全国学調や NRT等 調査 分析を行 ，互い 授業を見合う機会を設け し

。ま ，そこ 見え 課題 基 ，定期 ス を共同 作成す ，６校 数

学科 共通 視点を 指導や授業改善 あ う し 。 

今年 ，昨年 実績を他教科 広 ，英語科 教員 エリ コ ネ 教

員を担当し，英語 授業改善を中心 ６校 連携を進 こ 。 

エリ コ ネ 教員 実施し 全国学力 学習状況調査 ，６校全 英

語 調査を早期採点し， 聞い 書く 読 書く い 技能統合 問題や， 話すこ

課題 あ 分析し 。山間 規模校 学校 ，生徒 授業 中 多様 他者

英語を使 コ ュニケ ションを取 場面 少 い 考え エリ コ ネ 教員

，各校 英語科教員や ALTを巻 込 対話 多い授業へ 転換 必要性を感 。 

 

 

連携 観点 
生徒 共通課題を基 ，各校 授業改善を進 こ 。 

統一問題 導入 ，生徒 け 力 対し 評価す こ 。 

具体的変容 
合同授業 実現 ，生徒 多様 見方や考え方 触 機会 。 

統一問題 各校 教科担任 共通 視点 授業改善を図 こ 。 

 

 

英語 授業 ，エリ コ ネ 教員 ６校 全 学年 学 授業 関わ ，

対話を 視し 授業を展開し 。そ ，英語 対し 苦手意識を い 生徒 ち

，英語を積極的 使 いくこ 自信を ，英語を学ぶ意欲 変化 見

う 。体育 合同授業 ，大人数 学ぶこ 楽しさを生徒 ち 口々 語 。

生徒 ち 多様 他者 触 生 生 学ぶ姿 ６校 職員 刺激を け ，

規模校 連携 授業改善 可能性 手応えを感 い 。 

連携 様子 

活用効果 アセスメン  

連携 手応え エビ ンス  

写真 ：話すこ を中心 し   
英語 授業 信州新 中， 
信更中，大岡中 合同授業  

写真 ：裁判員裁判 い 学ぶ

社会科 授業 
2019/12/4 信濃毎日新聞  

写真 ：合同授業 教科担任

複数 指導 あ  
右：山﨑教諭  
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